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土
沢
中
学
校
は
自
然
豊
か
な
神
奈
川
県
平
塚
市
の
西
部
丘
陵
地
帯
の
高

台
に
位
置
し
て
お
り
、
屋
上
か
ら
は
西
に
は
富
士
山
、
北
に
は
丹
沢
連
峰
・

大
山
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
。

　

生
徒
数
は
、
１
年
生
40
名
、
２
年
生
46
名
、
３
年
生
42
名
の
計
128
名
で

あ
り
、
規
模
で
は
神
奈
川
県
内
全
410
校
中
400
番
目
と
な
る
小
規
模
校
で
あ

る
。

　

昔
か
ら
地
域
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
地
元
関
係
者
や
、
県
の
大
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
雄
大
な
大
自
然
に
囲
ま
れ
、
生

徒
た
ち
は
勉
学
・
部
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

　

今
回
、
土
沢
中
学
校
を
訪
ね
、
日
本
全
国
の
中
学
校
で
初
め
て
の
実
施

と
な
る
銃
剣
道
授
業
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
取
材
を
踏
ま
え
、
同
校
の
剣
道
と
銃
剣
道
の
授
業
実
践
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。

複
数
種
目
授
業
の
実
践
報
告
と
課
題
⑦
（
剣
道
・
銃
剣
道
）

平
塚
市
立
土
沢
中
学
校
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１ ２ ３ ４ ５ ６成
果
と
課
題

最
後
に
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○
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剣
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土
沢
中
学
校
で
唯
一
の
保
健
体
育
科

教
諭
で
あ
る
清
水
陽
介
教
諭
は
、
以
前

ま
で
新
潟
県
立
三
条
商
業
高
等
学
校
に

勤
務
し
、
銃
剣
道
部
に
関
わ
っ
て
い

た
。
専
門
は
水
泳
で
、
北
島
康
介
選
手

と
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
を
組
ん
で
い
た
ほ

ど
の
バ
タ
フ
ラ
イ
の
選
手
で
あ
る
。

　

銃
剣
道
部
で
は
、
当
時
の
銃
剣
道
部

顧
問
で
あ
る
滝
沢
元
気
氏
の
銃
剣
道
指

導
を
毎
日
、
横
で
注
視
し
て
い
た
。

出
し
な
が
ら
四
方
八
方
へ
片
足
を
移

動
。
そ
の
後
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
互
い
に
確
認
し
な
が
ら
足
さ
ば
き

の
指
導
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
の
突
き
の
指
導
で
は
、
清
水

教
諭
か
ら
「
大
事
な
の
は
右
手
で
す
、

突
く
時
は
前
に
右
手
を
し
っ
か
り
出
し

て
く
だ
さ
い
」
と
助
言
が
な
さ
れ
た
。

新
聞
切
り
で
は
清
水
教
諭
か
ら
「
基
本

の
か
た
ち
か
ら
正
し
く
突
く
よ
う
に
、

突
い
て
か
ら
は
一
度
木
銃
を
止
め
る
こ

と
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
さ
れ
た
。

生
徒
た
ち
は
３
人
１
組
に
な
り
、
意
外

と
破
る
こ
と
が
難
し
い
新
聞
切
り
に
自

然
と
熱
が
入
り
、
正
確
に
突
く
よ
う
努

め
て
い
た
。
一
度
、
成
功
す
る
と
生
徒

た
ち
は
満
面
の
笑
顔
を
み
せ
た
。

　

授
業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
部
活

動
で
は
使
用
し
て
い
な
い
古
い
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
用
い
て
ボ
ー
ル
突
き
の
授
業

が
実
施
さ
れ
た
。
清
水
教
諭
か
ら
は

「
ボ
ー
ル
は
ま
っ
す
ぐ
な
る
べ
く
床
と

並
行
に
投
げ
る
よ
う
に
」
と
の
注
意
が

あ
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
、
突
く
と
と
ん

で
も
な
い
方
角
に
飛
ん
で
い
く
ボ
ー
ル

に
四
苦
八
苦
。
突
く
ご
と
に
徐
々
に
コ

ツ
を
摑つ
か

ん
だ
の
か
、
正
面
に
返
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
後
は
２

　

土
沢
中
学
校
に
転
任
後
は
、
武
道
授

業
は
剣
道
を
、
部
活
動
の
顧
問
は
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
を
担
当
し
、
銃
剣
道
と
は

疎
遠
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

　

平
成
26
年
度
中
学
校
武
道
授
業
（
銃

剣
道
）
指
導
法
研
究
事
業
（
主
催
＝
日

本
武
道
館
、全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）が
、

平
成
27
年
２
月
27
日
〜
３
月
１
日
の
３

日
間
、
千
葉
県
勝
浦
市
で
実
施
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
銃
剣
道
の
主
要
研
究
者
の

一
人
で
あ
る
滝
沢
元
気
氏
は
、
銃
剣
道

を
専
門
と
し
な
い
中
学
校
保
健
体
育
科

教
員
と
し
て
清
水
教
諭
を
全
日
本
銃
剣

道
連
盟
に
推
薦
。
清
水
教
諭
は
同
研
究

事
業
に
研
究
者
と
し
て
参
加
し
た
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ボ
ー
ル
突
き

の
グ
ル
ー
プ
対
決
。
生
徒
た
ち
は
仲
間

と
と
も
に
ボ
ー
ル
突
き
を
何
度
も
行
っ

て
い
た
。
３
回
目
の
授
業
で
は
突
き
に

併
せ
て
足
さ
ば
き
を
行
っ
た
り
、
２
人

で
向
か
い
合
わ
せ
に
な
り
、
直
突
と
反

対
の
交
差
を
行
い
、
４
回
目
で
は
銃
剣

道
の
形
の
一
本
目
を
紹
介
。
最
後
の
授

業
で
は
形
の
発
表
会
を
行
っ
た
。

▽
剣
道

　

竹
刀
の
握
り
方
、
名
称
の
把
握
。
１

年
生
で
は
新
聞
切
り
、
基
本
動
作
と
な

る
面
打
ち
、
小
手
打
ち
、
胴
打
ち
。
２

年
生
で
は
、
2
人
向
か
い
合
わ
せ
で
竹

刀
を
も
ち
、
立
礼
、
蹲そ
ん

踞き
ょ

、
面
打
ち
を

２
本
交
代
で
行
う
、
蹲
踞
、
立
礼
の
と

い
う
形
の
よ
う
な
流
れ
を
発
表
し
た
。

銃
剣
道
同
様
に
剣
道
も
清
水
教
諭
単
独

で
実
施
。
剣
道
も
専
門
で
は
な
く
、
防

具
も
な
い
た
め
、
最
低
限
に
留
め
た
と

い
う
。

　

以
下
は
学
習
カ
ー
ド
に
よ
る
生
徒
た

ち
の
感
想
で
あ
る
。

○
生
徒
の
感
想

▽
銃
剣
道
・
一
回
目
の
授
業

　

①
今
日
は
初
め
て
銃
剣
道
と
い
う
も

の
を
や
り
ま
し
た
。
銃
剣
道
の
木
銃
は

　

研
究
事
業
で
は
清
水
教
諭
が
授
業
者

と
な
り
、
銃
剣
道
未
経
験
の
中
学
生
19

名
に
対
し
模
擬
授
業
を
行
っ
た
。
教
え

る
側
、
教
え
ら
れ
る
側
と
も
に
初
心
者

と
い
う
状
況
で
銃
剣
道
の
模
擬
授
業
を

行
え
た
こ
と
で
、
清
水
教
諭
は
勤
務
校

の
土
沢
中
学
校
で
も
銃
剣
道
授
業
は
実

施
可
能
で
あ
る
と
確
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
土
沢
中
学
校
で
は
剣

道
授
業
を
行
う
際
の
用
具
と
し
て
は
竹

刀
し
か
な
く
、
十
分
な
授
業
を
実
施
で

き
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
の

の
こ
と
も
銃
剣
道
授
業
を
行
う
意
義
と

な
り
得
る
と
感
じ
て
い
た
。

　

後
日
、
清
水
教
諭
は
深
谷
昇
平
校
長

に
対
し
、
平
成
27
年
度
に
銃
剣
道
授
業

を
実
施
し
た
い
と
進
言
。
自
身
も
陸
上

部
の
顧
問
を
務
め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
理
解

の
あ
る
深
谷
校
長
は
、″
剣
道
授
業
に

加
え
て
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
〟
と
い

う
条
件
付
き
で
承
諾
し
た
。
銃
剣
道
の

世
間
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
、
平
成

27
年
12
月
、
銃
剣
道
授
業
を
１
月
か
ら

実
施
す
る
こ
と
を
念
の
た
め
事
前
に
保

護
者
に
通
知
。
し
か
し
な
が
ら
、
異
議

を
と
な
え
る
保
護
者
は
一
人
も
い
な
か

っ
た
。
そ
の
要
因
に
は
昔
か
ら
の
地
域

と
の
深
い
信
頼
関
係
が
あ
る
の
で
な
い

か
、深
谷
校
長
は
そ
う
感
じ
た
そ
う
だ
。

　

清
水
教
諭
は
研
究
事
業
で
の
資
料
を

基
に
単
元
計
画
を
作
成
。
武
道
授
業
は

剣
道
３
時
間
と
銃
剣
道
５
時
間
の
授

業
、
計
８
時
間
を
清
水
教
諭
が
単
独
で

行
う
。
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
か
ら
は
木

銃
40
本
が
提
供
さ
れ
、
日
本
初
の
銃
剣

道
授
業
実
施
に
向
け
て
、
着
々
と
準
備

が
進
め
ら
れ
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６成
果
と
課
題

最
後
に

○
○

授
業
実
践

銃
剣
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授
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◯

▽
銃
剣
道

　

取
材
し
た
２
月
５
日
、
２
年
生
の
４

回
目
の
銃
剣
道
授
業
が
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
土
沢
中
学
校
で
は
前
日

ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
１
・
２

年
生
で
学
年
閉
鎖
と
な
っ
て
い
た
。
よ

っ
て
当
日
は
、
２
年
生
に
対
す
る
２
回

目
の
銃
剣
道
授
業
が
行
わ
れ
た
。
準
備

運
動
に
続
き
、
生
徒
た
ち
は
素
足
に
な

り
木
銃
を
用
意
。
木
銃
を
手
に
し
た
生

徒
か
ら
は
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

　

始
め
に
前
回
の
復
習
と
な
る
構
え
、

足
さ
ば
き
を
行
っ
た
。
足
さ
ば
き
で

は
、
生
徒
は
一
週
間
前
の
授
業
を
思
い
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剣
道
で
い
う
竹
刀
で
す
。
木
銃
は
、
銃

の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
の
で
木
銃
と
い

う
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
背

よ
り
も
大
き
い
物
だ
っ
た
の
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
最
初
に
構
え
、
直
れ
の

練
習
を
し
ま
し
た
。
足
さ
ば
き
は
難
し

く
、
つ
い
て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。

次
回
も
頑
張
り
ま
す
。（
２
年
・
女
子
）

　

②
今
回
、
初
め
て
銃
剣
道
を
見
た
。

先
生
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
銃
の
形

を
し
て
い
た
。
最
初
の
足
さ
ば
き
の
練

習
で
は
、
開
き
足
右
・
左
が
少
し
難
し

か
っ
た
。
で
も
、
慣
れ
る
と
す
ぐ
に
で

き
た
の
で
良
か
っ
た
。
そ
の
後
、
銃
剣

道
を
持
っ
て
足
さ
ば
き
を
し
た
。
持
っ

た
と
き
、
少
し
緊
張
し
た
し
、
足
さ
ば

き
が
ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
足
さ
ば
き
は
基
本
中
の
基
本
な
の

で
し
っ
か
り
身
体
に
覚
え
さ
せ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
年
・
女
子
）

▽
銃
剣
道
・
最
後
の
授
業

　

テ
ス
ト
で
は
、
順
番
が
３
番
目
で
し

た
の
で
、
あ
ま
り
練
習
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
ミ
ス
な
く
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
で
す
が
、
近
付
い

て
突
く
こ
と
が
上
手
く
出
来
な
か
っ
た

で
す
。
も
っ
と
練
習
す
れ
ば
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。（
１
年
・
女
子
）

▽
剣
道
・
一
回
目
の
授
業

　

今
日
は
剣
道
の
構
え
と
座
礼
・
立
礼

を
や
っ
た
。
今
ま
で
私
は
一
度
も
竹
刀

に
触
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
構

え
の
仕
方
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
ず
苦
戦

し
ま
し
た
。
で
す
が
、
授
業
後
半
に
な

っ
て
構
え
が
上
手
く
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
よ
か
っ
た
で
す
。（
１
年
・
女
子
）

▽
剣
道
・
最
後
の
授
業

　

今
回
は
剣
道
の
テ
ス
ト
で
し
た
。
本

番
で
は
キ
ッ
チ
リ
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
立
っ
て
い
る
時
は
剣
が
下
に
向
か

な
い
よ
う
に
、
座
わ
る
時
は
足
を
広
く

な
ど
、
一
つ
一
つ
頭
に
入
れ
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。
声
も
出
し
た
の
で
自
分
的

に
は
満
足
で
し
た
。（
２
年
・
女
子
）

１ ２ ３ ４ ５ ６成
果
と
課
題

最
後
に
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○
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剣
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銃
剣
道
授
業
で
は
、
三
条
商
業
時
代

の
蓄
積
や
研
究
事
業
で
の
知
識
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
れ
な
り
に
こ
な
せ
た
と
清

水
教
諭
は
語
る
。
生
徒
た
ち
は
初
め
て

触
れ
る
166
㎝
の
長
い
木
銃
に
「
す
ご

い
」「
こ
ん
な
の
見
た
こ
と
な
い
」
と

異
口
同
音
に
声
を
上
げ
た
そ
う
だ
。
新

鮮
な
銃
剣
道
授
業
に
目
を
輝
か
せ
、
熱

心
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
生
徒
た
ち

の
刺
激
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
銃
剣
道
授
業
を
実
施
し
て
い
な

い
３
年
生
は
羨
ま
し
が
っ
て
い
た
そ
う

だ
。
こ
う
い
う
機
会
が
な
け
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
全
く
知
ら
な
い
種

目
で
あ
っ
た
と
清
水
教
諭
は
語
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要
領
に

は
、「
…
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ

て
、
な
ぎ
な
た
な
ど
の
そ
の
他
の
武
道

に
つ
い
て
も
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
…
」
ま
た
、
学
習
指
導
要
領

解
説
書
に
は
「
…
原
則
と
し
て
、
そ
の

他
の
武
道
は
、
示
さ
れ
た
各
運
動
種
目

に
加
え
て
履
修
さ
せ
る
こ
と
と
し
…
」 

と
あ
り
、″
剣
道
に
加
え
て
〟
銃
剣
道

授
業
を
行
っ
た
こ
と
に
何
ら
問
題
は

な
い
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
委
託
事

業
「
武
道
等
指
導
推
進
事
業
（
武
道
等

の
指
導
成
果
の
検
証
）」
の
調
査
報
告

書
（
平
成
27
年
３
月
・
調
査
研
究
協
力

者
会
議
）
に
よ
る
と
、「
保
健
体
育
の

授
業
は
好
き
で
す
か
？
」
と
の
問
い
に

対
し
、
80
％
程
度
の
生
徒
が
「
そ
う
思

う
」
と
回
答
し
て
い
る
。
一
方
、「
柔

道
・
剣
道
・
相
撲
の
授
業
は
好
き
で
す

か
？
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
50
％

〜
60
％
程
度
の
生
徒
が
「
そ
う
思
う
」

と
回
答
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
生
徒
た
ち
に
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
銃
剣
道
と
い
う
種
目
を
体
験

し
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
武
道
授
業
を

受
け
た
こ
と
は
、″
加
え
て
銃
剣
道
〟 

授
業
を
行
う
こ
と
の
大
き
な
意
義
と
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

複
数
種
目
の
実
施
は
武
道
授
業
全
体
の

興
味
・
関
心
の
向
上
に
繋
が
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

剣
道
授
業
か
ら
銃
剣
道
授
業
へ
の
移

行
で
も
生
徒
の
混
乱
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
本
年
度
は
、
１
・
２
年
生
で
同
じ

銃
剣
道
授
業
を
行
っ
た
。
28
年
度
に
清

水
教
諭
の
人
事
異
動
が
な
け
れ
ば
、
２

年
生
に
つ
い
て
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
の

授
業
を
行
う
と
い
う
。
銃
剣
道
授
業
を

実
施
で
き
る
教
員
が
育
っ
て
も
、
人

事
異
動
で
そ
の
教
員
が
い
な
く
な
る
と

授
業
の
継
続
は
困
難
と
な
る
。
い
か
に

各
学
校
で
銃
剣
道
授
業
を
継
続
実
施
で

き
る
体
制
を
後
方
支
援
す
る
の
か
、
全

日
本
銃
剣
道
連
盟
と
し
て
も
課
題
が
残

る
。
今
後
も
土
沢
中
学
校
の
武
道
授
業

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

（
取
材
・
文
＝
本
誌
・
長
澤
克
成
）

向かい合い、全員で突きの練習

清水教諭による突きの手本

　嬉しそうに木銃を手に取る生徒たち

新聞突き最後は全員でボール突きのグループ対決

ボール突きの指導平塚市立土沢中学校


